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第８章 計画の目標及び評価 

１．計画の目標指標の設定 

（１）基本的な考え方 

本計画の実現に向けて計画の適切な進捗管理を行うため、まちづくりの方針と施策に応じた

客観的・定量的な目標指標と目標値を設定します。 

 

（２）目標指標と目標値の設定 

目標指標は、以下のとおりとします。 

 

 

目標指標 

現 状 値 

抽出方法 目標値の考え方 
まちづくり

の目標 
推 計 値 

目 標 値 

居住誘導区域

内 人 口 密 度

(22.4 人/ha)の

維持 

５，９７９人（２０１５） 
１ ０ ０ ｍ メ ッ

シ ュ 人 口 の 合

計 

人口推計値（２０３

５年）に、浸水想定

区域からの転居や

新規移住によって

現況を維持 

コ ン パ ク ト

で 暮 ら し や

すいまち 

５，１０３人（２０３５） 

５，８９７人（２０３５） 

都市機能誘導

区域内の誘導

施設数 

３施設（２０１８） 都 市 機 能 誘 導

区 域 内 に 立 地

す る 誘 導 施 設

※１ 

都市計画区域の誘

導施設の５％を都

市機能誘導区域に

集約 

コ ン パ ク ト

で 暮 ら し や

すいまち 

３施設（２０３５） 

７施設（２０３５） 

浸水想定区域

内の居住者数 

３，９８２人（２０１５） 浸 水 想 定 区 域

内 の １ ０ ０ ｍ

メ ッ シ ュ 人 口

の合計 

浸水想定区域内の

居住者の２０％を

居住誘導区域内に

誘導 

安 心 し て 暮

ら し や す い

まち 

３，５７２人（２０３５） 

２，８５８人（２０３５） 

民間バスの便

数 

３１便（２０１８） 
都 市 拠 点 間 を

繋 ぐ 民 間 バ ス

の片道便数 

地域公共交通の維

持・確保 

気 軽 に 外 出

し や す い ま

ち 

２５便（２０３５） 

２９便（２０３５） 

要介護（要支

援）認定率 

１６．５％（２０１８） 
要 支 援 １ 以 上

人 口 を 総 人 口

で除した値 

外出機会増加によ

って健康寿命を延

伸 

気 軽 に 外 出

し や す い ま

ち 

２３．５％（２０３５） 

１７．０％（２０３５） 

※１：指標の対象とする誘導施設は、スーパー・コンビニ、子育て支援センター・保育所・こど

も園、内科診療所・歯科診療所、総合福祉センター・通所型福祉施設・コミュニティサロ

ン、銀行・郵便局、高等学校のみとします。 

※目標値は、経年的に収集・分析が可能な統計データを用いるものとします。 

  

≪目標値の設定≫ 
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■２０３５市街地人口密度（目標） 

 

 

■２０３５市街地人口密度（推計） 
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２．計画の評価 

（１）協働のまちづくりの推進 

本市が「未来につなぐ安全な住みやすいまちづくり」を実現するには、計画的かつ効果的な

誘導施策の実施により目指すべき都市構造を形成することが必要です。 

また、市民・事業者・行政が本計画の基本理念を共有し、各々の役割と責務において協力し

ながら施策を推進していくことが重要です。そのため、市民や事業者の自主的な行動のみでな

く、関係する行政機関の連携を強化するとともに、市民・事業者と行政などが協議できる組織

づくりを行います。 

 

（２）積極的な情報発信と情報共有 

市民や事業者に対して本計画の積極的な情報発信を行うとともに、目指すべき都市構造の形

成に向けた計画の趣旨や目標の共有を図ります。 

また、計画に基づく事業内容や進捗状況、支援策などは、市内外に広く公表します。 

 

（３）計画の進捗管理 

本計画は、毎年、目標の達成状況や施策の進捗状況などの把握に努め、原則として５年毎

（国勢調査の公表時期）に計画内容の評価を行い、都市計画審議会などに意見を聴き、必要に

応じて計画の見直しを行います。 

 

（４）目標指標の検証 

本計画の目標指標は、２０３５年度に達成するものとし、施策に取り組みます。ただし、達

成状況の確認のため、５年毎の評価時に目標指標の検証を行い、目標水準に２割以上の開きが

ある場合は、その原因を分析し必要に応じて改善のための措置を講じます。 

 

 

①計画の策定（Plan） 

②計画の実践（Do） 

③計画の評価（Check） 

④計画の改善（Action） 

１年毎に施策の進捗状況、 

５年毎に目標達成状況等を評価 

評価結果を基に計画の調整 

５年毎に計画の見直し 


